
会議事項等                                        

１． 開会(進行：健康福祉課長) 

・本会議は、山ノ内町介護保険事業運営委員会設置要綱に基づき開催され、委員総数 24名中、出席委員

は 20名で委員の 2分の 1以上の出席により、要綱第５条に基づき本会は成立する旨を説明。 

・本会議は山ノ内町審議会等の会議の公開に関する要綱に基づき開催する旨を説明。 

・資料の確認、追加資料の説明。 

  

２． 自己紹介  

 ・今年度任期 1年目なので出席者全員で自己紹介。 

・本委員会の組織と役割について運営委員会設置要綱に基づき説明。 

 

３． 委員長及び副委員長選任 

 ・事務局案により、山ノ内町民生児童委員協議会長の湯本氏を委員長に、山ノ内町住民活動センター運

営委員会委員長の高相氏を副委員長にそれぞれ推薦し、委員の承認をもって選任。 

  湯本委員長は、民生児童委員協議会の任期が今年の 11月で満了となるが、その後の任期については、

後任の民生児童委員協議会会長が務めていただくことで了承を得る。 

 ・委員長あいさつ 

 

４． 会議事項(進行：委員長) ※全項目について配布資料に基づき説明 

（１）令和 6年度事業実績報告及び令和 7年度事業実施計画について 

 ・地域密着型サービスについて 

【質疑及び意見(事前に提出された質疑等も含む)】 

  委員：地域密着型通所介護の「宅老所あんきな日」の町指定について。新規指定の経過など。 

     地域密着型は事業者が存在している市町村に居住している人が利用できると認識しているが、

取り扱いはどのようになっているか。 

  事務局：地域密着型サービス利用については、原則その所在自治体の住民の利用(住所のある方)対象

となる。今回のあんきな日については、山ノ内の住民が通常規模の時から約 1年半利用してお

り、職員や他の利用者と顔なじみの関係が構築されているため、本人から今後も通いなれた事

業所を希望したいと申し立てがあった。中野市へ指定の同意を協議したところ、同意の許可が

得られたので事業所指定を許可し、施設の利用継続ができている状況。 

 

・地域包括支援センター運営について 

【質疑及び意見(事前に提出された質疑等も含む)】 

  委員：4ページ権利擁護事業の中で、高齢者虐待相談実人数が増えているが、どう考察すればいいの

か。 

  事務局：町ではケアマネに向けた虐待ケースの研修を行っており、早期の段階で町に相談しやすい体



制になっていると思われる。生活困窮や家族間の関係性など複雑な要因もあり、今後も増え

る可能性はあると推測する。 

  委員：見守り SOS ネットワークは行方不明時のバックアップ周知としてのシステムではあるが、利用

者、支援者登録数が増えていない。町として今の状況で十分なのか、今後増やしたほうが良い

のか。 

  事務局：町からは広報等で周知し、ケアマネ学習会でも周知しているが今後も周知の方法も含めて検

討していく。また徘徊などの認知症の症状に対応するため医療との連携や、24時間見守り可

能な施設への入所などケアマネや家族からの相談にのっている。支援者登録数は増やしてい

きたい。 

委員：家族介護交流事業について、近年の実績がないが今後の事業実施をどう考えているのか。 

事務局：令和 5年度は 5名の参加利用があり、6年度は参加申し込みなしであった。介護者同士の交

流と心身の元気回復を図るため、町社会福祉協議会に委託し実施している。日帰りで出かけ

られる場所を計画し、5年度は新潟県寺泊、6年度は群馬県を計画したが参加希望なしであっ

た。例年秋の実施計画であったが、秋頃は畑が忙しいといった状況もあり、今年度は冬に実

施する予定。今後、家族のニーズも含めて事業について検討していく。 

  委員：徘徊高齢者家族支援サービス助成事業について、補助の上限額は 7,000 円となっているが、実

際 GPS システム使用時の、例えば補助率、初期投資額や運用の費用がいくらかかるのかバック

データあれば、参考までに教えて欲しい。補助事業はあるが、実績がないということは、運用

上問題があるから使う人がいないと見て取れる。 

事務局：購入費用や、利用料についてデータ捉えていない。見守りのところでも説明したが、徘徊等

の認知症の症状に対しては、日々カバーをしているが、事業自体実績がゼロとなっているた

め、社会的なニーズを含めて次年度の事業をどうしていくか検討していく。 

委員：民間の GPS システム装置の初期費用を調べてみたが、購入費が 65,780 円、レンタル費用は 

月 3,080 円であった。初期費用に対する補助上限額が低いように感じる。その部分に問題があ

り、利用に繋がらないのではないか。今年度現時点での申請はあるのか。 

事務局：今年度、今のところ申請はない。 

委員：こういった事業をただやっているではなく、最終的には徘徊して亡くなってしまうことに繋が

る。補助額 7,000 円が妥当な金額設定になっているのか、ここだけだと読み取れない。例えばレ

ンタルの場合は初期費用 0円、購入した場合は 2年間の契約で 65,780 円という所もある。民間

の会社の価格等をしっかり出し、平均的な予算に対して何%ぐらい補助すれば、使ってもらえる

になるのか、十分に精査したうえで補助制度のこと再募集した方がいいと思う。町の考えは。 

  事務局：色々ご意見いただきありがとうございます。実際この事業を始めた頃には需要というのがあ

ったと思う。見守り SOS ネットワークで現在カバーできている状態もあるかもしれない。事

業の分析をし、皆さんが使いやすく利用したいと思っていただけるような形で考えていきた

い。 

委員：意見ではないが、配布された資料の地域支援事業の推移実績値で令和 4年度の実績合計のとこ

ろは 88,628 ではなく 86,628 に訂正していただければ。前年度差がわかりやすくなっているの

でそこだけ訂正してもらえれば。 

  委員：10ページの地域支援事業のお金は、介護保険全体があって、その地域密着型に限ってのもの

か。お金の流れは。 

  事務局：地域支援事業費は、地域密着型の部分だけではなく、地域包括支援事業、生活支援、共同体

事業に関してもお金をいただいている。 



委員：介護保険の中の地域支援に関連する事業費という意味でよいか。 

事務局：はい。 

委員：正規職員の人件費による減額とあるが。 

事務局：正規職員が年度の途中で産休・育休に入り、実際の実績額に基づいて算出し、補助金が交付

されるため、増減はある。 

委員：実際の支出によって増減があるということか。 

  事務局：はい。 

・生活支援協議会の運営について 

【質疑及び意見(事前に提出された質疑等も含む)】 

  委員：出席者のうち、女性の方が多いように見受けられるが、男性の一人暮らしも増えている中で、

男性の参加に向けた方策と実状は。 

  生活支援コーディネーター：生き生きサロン活動中の団体の参加者は、男性 1、女性 9の割合でほぼ女

性が主体という現状。ただし、その中で男性の参加者が増えているサロンもある。そこで工夫

されている点は肩書き、ポジション、役割をお願いすると、快く参加してもらえているので、

他のサロンにも紹介し勧めている。また、コップ酒一杯で気持ちをほぐしてもらい、男性が参

加しやすく工夫しているサロンもある。今後も近隣市町村や広域のサロンで男性の参加が増え

ている状況等も参考にし、研究していく。 

   委員：男性は、何かしらの資格や特技を持っている人もいる。それをみんなの前で発表できるよう  

な支え方をすると出てくると思う。 

 

 （２）第 9期及び第 10期介護保険事業計画について 

   （15 ページ）事務局から説明。 質疑及び意見なし。 

 

 （３）その他 

事務局：健康づくり支援係長説明。 

       健康づくり支援係では、平成 26年度に策定した新型インフルエンザ等対策行動計画の改定

を進めている。新型コロナの経験を踏まえて、今後新たな感染症が出てくる可能性もある

ため、今年度中に見直しを行う。改定後には介護事業者の皆様へ計画を配布するので、職

場での取り組みと併せて確認していただき、感染症が発生した際には、町と介護事業者が

連携して対応できるようご協力をお願いしたい。 

  

 ５．閉会 



令和７年度山ノ内町介護保険事業運営委員会 

議事録（要旨） 

 

開催日・出席者等                                       

 

開催日時 令和７年８月 21 日（木） 午後１時 30 分から２時 42 分 

開催場所 山ノ内町文化センター ３階ホール 

出 席 者  委員 20 名（敬称略・順不同） 

     山ノ内町内歯科医師代表            山本 雅英 

     町介護サービス事業所 たかやしろ       宮川 はる美 

          〃     にこにこ        山岸 通男 

          〃     桜           小池 恒星 

          〃     湯田中の憩い      筧  裕樹 

          〃     安心          相澤 輝雄 

     山ノ内町社会福祉協議会 事務局長       山口 辰也 

     被保険者                   児玉 綾子 

      〃                     湯本 佳良子 

     生活支援コーディネーター           滝澤 盛文 

     山ノ内町議会 社会文教常任委員会 委員長   髙田 佳久 

     山ノ内町区長会 寒沢東区長          上原 仁 

     山ノ内町民生児童委員協議会 会長       湯本 和幸 

     山ノ内町民生児童委員協議会 高齢者福祉部会長 髙木 盛一 

     山ノ内町保険補導員会             竹節 正直 

     山ノ内町国民健康保険運営協議会 会長     福井 敏彦 

     山ノ内町住民活動センター運営委員会 委員長  高相 美智子 

     北信保健福祉事務所 福祉課長         杉田 聡 

     北信総合病院 地域ケア科 課長        大塚 直美 

     長野県介護支援専門員協会北信支部       田邉 さき子 

     事務局 10 名 

     山ノ内町 健康福祉課 課長          小林 佳代子 

         〃      福祉係長        養田 武 

         〃      健康づくり支援係長   堀米 かおり 

         〃      医療保険係長      成澤 高幸 

         〃      介護保険係長      佐藤 智弘 

         〃      介護保険係       小林 純 

         〃      介護支援係長      大硲 馨 

         〃      介護支援係       竹節 純子 

         〃      介護支援係       北條 佳奈美 

         〃      介護支援係       石川 政志 

     傍聴者 なし 


